
新
年
の
ご
挨
拶

高
砂
大
学
校
同
窓
会
会
長

113
期
1
組

小
野

隆

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

高
砂
大
学
校
同
窓
会
会
員
の

み
な
さ
ま
、
本
年
も
ご
家
族
お

揃
い
で
新
春
の
祝
賀
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
5
類
移

行
に
よ
り
同
窓
会
と
し
て
歴
史

あ
る
３
大
事
業
を
始
め
多
く
の

活
動
計
画
に
基
づ
き
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
様
に
順
次
遂
行
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
ク
ラ
ス
会

長
、
運
営
委
員
の
皆
様
そ
し
て

多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支

援
と
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
だ
と

絶
え
ず
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

し
た
。

今
年
度
、
基
本
的
活
動
事
業

は
も
ち
ろ
ん
デ
ジ
タ
ル
関
連
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
ス
マ
ホ
講
習

会
等
基
本
的
操
作
の
学
び
に
よ

る
楽
し
く
な
る
生
活
の
充
実
、

ま
た
健
康
増
進
を
図
る
べ
く
身

近
に
で
き
る
フ
レ
イ
ル
講
座
の

提
案
を
し
て
い
く
計
画
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
辰
年
で
す
。

「
龍
が
天
に
登
る
様
に
」
同
窓

会
も
会
員
の
み
な
さ
ま
の
活
動

に
よ
っ
て
発
展
す
る
よ
う
に
、

掲
げ
て
お
り
ま
す
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
そ
し
て
笑
顔
で
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
み
な
さ
ま
と

一
緒
に
な
っ
て
同
窓
会
の
よ
り

良
い
運
営
に
尽
く
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
日
頃
の
活
動
に
加

え
、
一
層
の
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
も
、
日
々
明
る
く
、
楽
し

く
活
動
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
念
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
3
回
ク
ラ
ス
会
長
会
議

令
和
5
年
12
月
5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
迄
、

彦
三
館
大
研
修
室
に
於
い
て
第

3
回
ク
ラ
ス
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
70
ク
ラ
ス
中

67
ク
ラ
ス
の
会
長
（
代
理
出
席

も
含
む
）
の
出
席
で
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
第
2
回

ク
ラ
ス
会
長
会
議
以
降
の
事
業
、

長
寿
の
祝
い
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
へ
の
協
力
、
金
沢
マ
ラ
ソ

ン
応
援
、
生
き
が
い
演
芸
発
表

会
、
看
護
学
生
の
臨
地
実
習
、

秋
の
日
帰
り
研
修
旅
行
、
ス
マ

ホ
講
座
な
ど
の
実
施
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
審
議
事
項
と
し
て
、

令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
と
日

程
、
1
月
の
新
春
の
つ
ど
い
お

よ
び
3
月
の
フ
レ
イ
ル
講
座
の

概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

創
立
60
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に

つ
い
て
藤
堂
委
員
長
か
ら
、
近

日
中
に
会
員
各
自
に
郵
送
さ
れ

る
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
回
グ
ル
ー
プ
代
表
者
懇

談
会令

和
5
年
12
月
12
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
迄
、

彦
三
館
大
研
修
室
に
於
い
て
第

3
回
ク
ラ
ス
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
60
グ
ル
ー
プ

中
42
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
（
代

理
出
席
も
含
む
）
の
出
席
で
し

た
。同

窓
会
の
事
業
報
告
の
後
、

グ
ル
ー
プ
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
現
状
と
課
題
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
3
月
11
日
（
月
）

午
後
1
時
か
ら
3
時
の
予
定
で

｢

す
こ
や
か
健
康
講
座
（
フ
レ
イ

ル
講
座
）
」
が
彦
三
公
民
館
大

研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、
8
月
の
作
品
発
表

会
で
大
好
評
だ
っ
た
木
下
幸
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
約
1
時

間
の
講
演
「
フ
レ
イ
ル
を
乗
り

越
え
て
人
生
百
年
生
に
な
ろ
う
！
」

続
い
て
竿
下
る
り
子
さ
ん
に
よ

る
実
技｢

座
っ
て
の
フ
レ
イ
ル
体

操
」
約
30
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
同
窓
会
窓
口
の

担
当
箱
に
申
込
書
を
投
函
し
て

下
さ
い
。
1
月
15
日
（
月
）
か

ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
定
員
約
100
名
で
先
着
順

と
し
定
員
に
達
し
次
第
申
し
込

み
は
締
切
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

1
月
12
日
（
金
）
午
前
11
時

～
午
後
1
時
の
予
定
で
ホ
テ
ル

金
沢
2
階
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー

ム
に
於
い
て
「
令
和
6
年
新
春

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
人
数
は
200
名
前
後
の
見

込
み
で
す
。
祝
賀
演
技
と
し
て

シ
ニ
ア
芸
能
倶
楽
部
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
サ
ー
ク
ル
、
草
笛
愛
好
会
、

か
が
や
き
懐
メ
ロ
ク
ラ
ブ
が
出

演
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
新

聞
2
月
号

で
お
知
ら

せ
す
る
予

定
で
す
。

現
在
ク
ラ
ス
会
長
を
通
し
て

各
ク
ラ
ス
の
会
員
名
簿
の
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
令
和

5
年
度
の
名
簿
に
変
更
（
役
員
、

加
入
グ
ル
ー
プ
、
住
所
、
連
絡

先
な
ど
）
が
あ
れ
ば
赤
字
で
修

正
の
上
、
3
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
同
窓
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

同
時
に
令
和
6
年
度
の
同
窓

会
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
会
員
1
名
に
つ
き
２

０
０
０
円
で
す
。

名
簿
及
び
会
費
の
受
領
時
に

各
ク
ラ
ス
に
対
し
て
人
数
分
の

令
和
6
年
度
会
員
証
を
お
渡
し

致
し
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
会
員
証
に
ポ

イ
ン
ト
4
点
以
上
を
お
持
ち
の

方
は
3
月
8
日
（
金
）
ま
で
に

同
窓
会
事
務
所
へ
お
越
し
下
さ

い
。
窓
口
に
て
ク
オ
カ
ー
ド

（
500
円
相
当
）
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
5
大
事
業
に
加
え

て
次
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た
方

に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
お

り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貰
い
忘

れ
て
お
ら
れ
る
方
は
よ
く
思
い

出
さ
れ
て
是
非
同
窓
会
事
務
所

ま
で
！

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業

1

体
育
ま
つ
り

2

作
品
発
表
会

3

演
芸
発
表
会

4

赤
い
羽
根
共
同
募
金

5

金
沢
マ
ラ
ソ
ン

6

創
立
60
周
年
記
念
式
典

7

日
帰
り
研
修
旅
行

8

フ
レ
イ
ル
講
座

9

ス
マ
ホ
講
座

「
特
別
寄
稿
」

高
砂
大
学
校
と
私

74
期

高
橋
多
満
子

｢

お
ま
え
何
し
に
来
た
が
い
や
、

こ
こ
は
高
砂
大
学
校
や
ぞ
、
お

ま
え
な
ん
か
の
来
る
と
こ
ろ
と

ち
ご
う
ぞ｣

「
ハ
イ
私
は
70
才
、
高
砂
大
学

校
入
学
申
し
込
み
に
参
り
ま
し

た
」
と
言
う
や
い
な
や
目
は
白

黒
、
腰
は
抜
か
さ
ん
ば
か
り
、

倒
れ
さ
う
。
あ
の
時
の
状
況
は

今
も
ハ
ッ
キ
リ
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
K
」

さ
ん
と
私
と
の
出
会
い
な
ん
で

す
。当

時
の
西
町
館
ロ
ビ
ー
は
足

を
一
日
踏
み
込
ん
だ
と
き
の
一

声
で
す
。
口
が
汚
い
が
心
優
し

い
方
で
し
た
。
入
学
し
て
か
ら

も
、
構
内
外
を
問
わ
ず
す
れ
違

う
と
き
な
ぞ
、
小
さ
な
声
で

「
オ
ー
！
」
右
手
は
き
ち
ん
と

敬
礼
、
ユ
ニ
ー
ク
な
点
を
お
持

ち
で
し
た
。

高
砂
の
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
レ
ベ
ル
が
高
尚
な
の
は
、
私

自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
当
時

も
今
も
全
く
一
緒
で
、
ピ
ン
ク
・

オ
レ
ン
ジ
系
で
す
）
と
ブ
テ
ィ
ッ

ク
ミ
ド
リ
ヤ
の
二
刀
流
の
貢
献

が
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ミ
ド
リ
ヤ
は
時
代
の
流
れ
に
沿
っ

て
令
和
5
年
5
月
20
日
で
閉
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
長
い
間

の
ご
愛
顧
、
ご
支
援
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
表
参
道
（
横

安
江
）
店
は
自
然
食
と
喫
茶
の

部
門
を
新
し
く
し
て
、
孫
二
人

と
娘
を
手
伝
い
、
自
家
製
の
菓

子
、
ケ
ー
キ
も
人
気
商
品
で
、

生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
水
曜
日
の
午
後
1
時
か

ら
3
時
の
高
砂
民
謡
ク
ラ
ブ
で

加
賀
山
紋
先
生
（
美
人
で
唄
・

三
味
線
が
最
高
で
す
）
の
ご
指

導
の
下
、
趣
味
を
共
有
す
る
同

志
と
楽
し
く
唄
っ
て
い
ま
す
。

ご
入
会
歓
迎
で
す
。

（
令
和
5
年
12
月
5
日
）

令 和 ６ 年 １ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ４ ４ 号

QR コードで
ホームページへ

た
か
さ
ご
新
聞
発 行

高砂大学校同窓会

会長 小野 隆

〒920-0901

金沢市彦三町1-15-5

金沢中央公民館2F

TEL(076)261-8101

FAX(076)261-8149

（HＰ)http://www.

takasagoob.net

会
長

モ
ッ
ト
ー

明
る
く
楽
し
く

そ
し
て
笑
顔
で

す
こ
や
か
健
康
講
座

（
フ
レ
イ
ル
講
座
）

開
催
の
お
知
ら
せ

令
和
6
年

新
春
の
つ
ど
い

開
催
の
お
知
ら
せ

会
員
証
ポ
イ
ン
ト
の

取
り
扱
い

新
年
度
名
簿
の
確
認

と
会
費
の
納
入
お
よ

び
新
会
員
証
の
配
布

寄贈 高砂生け花教室 小林幸甫先生



感
謝
し
て
秋
の
神
社
清
掃
奉
仕

高
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

109
期
2
組

太
田

忠

高
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
設

立
し
て
40
年
経
ち
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
奉
仕
活
動
の
中
で

神
社
境
内
の
清
掃
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
毎
年
春
と
秋
の
2

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
10
月
19
日
（
木
）

尾
山
神
社
で
会
員
14
人
が
、
10

月
25
日
（
水
）
石
川
護
国
神
社

で
10
人
が
集
ま
り
落
ち
葉
の
収

集
や
草
む
し
り
、
溝
掃
除
を
清
々

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
方
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
神
の
ご
加
護
で
す
。

私
個
人
的
に
は
こ
ん
な
高
齢

に
な
っ
て
も
由
緒
あ
る
神
社
の

清
掃
奉
仕
に
参
加
で
き
た
こ
と

を
非
常
に
嬉
し
く
身
に
余
る
光

栄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
の
終
わ
り
に
は
来
年
も

健
康
で
奉
仕
で
き
ま
す
よ
う
に

祈
願
し
て
参
拝
し
ま
し
た
。

「
高
砂
紙
細
工
グ
ル
ー
プ
」一
年

を
振
り
返
っ
て

高
砂
紙
細
工
グ
ル
ー
プ
代
表

105
期
2
組

小
島

美
智
子

今
年
は
4
月
に
3
名
の
新
し

い
仲
間
を
加
え
、
嬉
し
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の

方
、
体
験
会
を
通
し
て
、
友
達

の
活
動
を
見
て
自
分
も
や
っ
て

み
た
い
な
ど
、
入
会
の
思
い
は

様
々
で
す
が
、
す
ぐ
に
皆
に
溶

け
込
み
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
づ
く
め
で
は
、
今
年

は
県
立
総
合
看
護
専
門
学
校
の

学
生
さ
ん
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て

初
め
て
受
け
入
れ
緊
張
の
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
た
ち
は
素
直
に
私

た
ち
が
日
頃
作
っ
て
い
る
作
品

の
作
り
方
に
興
味
を
持
た
れ
、

一
緒
に
小
さ
な
も
の
に
挑
戦
し

て
く
れ
、
楽
し
い
時
間
を
待
ち

ま
し
た
。
若
い
方
と
の
言
葉
か

け
は
本
当
に
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

作
品
展
示
の
機
会
も
4
月
に

「
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
」
、
8

月
に
「
金
沢
武
蔵
ク
ロ
ス
ピ
ア
」

と
順
調
に
開
催
で
き
て
い
ま
す
。

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
今

後
も
お
食
事
会
や
お
話
会
な
ど

楽
し
み
な
が
ら
作
品
作
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
」

と「
カ
ラ
オ
ケ
」

高
砂
歌
謡
ク
ラ
ブ
会
長

110
期
1
組

中
村

聰

歌
謡
曲
は
時
代
の
合
わ
せ
鏡

と
言
わ
れ
る｡
そ
の
時
代
の
政

治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
的
動

向
等
の
影
響
に
よ
り
歌
謡
曲
が

作
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
最
も
マ
ッ

チ
し
た
歌
謡
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
流

行
し
た｡

ま
た
、
歌
謡
曲
は
そ

の
歌
を
聴
き
、
口
ず
さ
む
人
の

人
生
と
触
れ
合
い
重
な
り
合
う

こ
と
で
、
そ
の
人
を
慰
め
、
元

気
付
け
、
行
動
付
け
、
新
た
な

時
代
を
創
り
出
す
こ
と
が
出
来

る｡

歌
謡
曲
は
時
代
と
人
生
を

創
る｡

｢

歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌

に
つ
れ｣

と
言
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
。

人
の
価
値
観
、
音
楽
性
等
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
多
様
化
・
変
化

し
た
今
日
で
は
大
ヒ
ッ
ト
曲

（
流
行
歌
）
は
生
ま
れ
に
く
い

が
、
歌
謡
ク
ラ
ブ
で
の
レ
ッ
ス

ン
曲
に
は
昭
和
歌
謡
か
ら
平
成
、

令
和
歌
謡
と
受
け
継
が
ら
れ
て

い
る
名
曲
が
数
多
く
あ
る
。

カ
ラ
オ
ケ
が
日
本
で
生
ま
れ

50
年
が
経
ち
、
歌
謡
ク
ラ
ブ
は

発
足
以
来
40
年
経
っ
た
。
歌
謡

ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

歌
謡
ク
ラ
ブ
の
発
展
は
カ
ラ
オ

ケ
の
進
化
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
っ
た
。
歌
謡
ク
ラ

ブ
が
発
足
し
た
１
９
８
３
年
は
、

空
前
の
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム
の
最

中
で
も
あ
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の

技
術
革
新
で
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
が
登
場
し
、
画
面
に
映
像
と

歌
詞
が
表
示
さ
れ
メ
ロ
デ
ィ
の

進
行
に
合
わ
せ
て
歌
詞
の
色
が

変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
カ
ラ
オ
ケ
専
門
店
が
誕

生
し
、
純
粋
に
カ
ラ
オ
ケ
で
歌

う
こ
と
を
楽
し
め
る
よ
う
な
場

所
と
し
て
普
及
し
た
。
90
年
代

に
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
で
新
曲
が

即
時
に
反
映
さ
れ
る
等
、
歌
謡

ク
ラ
ブ
の
発
展
に
密
接
に
関
わ
っ

た
と
言
え
る
。
因
み
に
歌
謡
ク

ラ
ブ
で
の
レ
ッ
ス
ン
曲
は
常
に

１
年
以
内
に
発
売
さ
れ
た
新
曲

で
あ
る
。
歌
謡
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
会
員
の
カ
ラ
オ
ケ
で

の
予
習
・
復
習
に
も
余
念
が
な

い
。
昨
今
の
創
立
40
周
年
祝
賀

会
で
の
発
表
会
、
高
砂
生
き
が

い
演
芸
発
表
会
で
は
講
師
に
よ

る
指
導
と
会
員
の
努
力
に
よ
り

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
。同

窓
会
演
芸
会
関
係
者
を
含

め
会
員
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

有
難
う

こ
れ
ま
で
も

こ
れ

か
ら
も

歌
っ
て
広
げ
よ
う

健
康
の
輪
を
!

大
学
院
O
B
歴
史
会
の
活
動

高
砂
O
B
歴
史
会
会
長

107
期
3
組
藤
堂
昭
雄

令
和
4
年
に
創
立
40
周
年
を

迎
え
た
伝
統
あ
るO

B

歴
史
会
は

主
に
以
下
の
こ
と
を
行
い
、
会

員
の
方
に
歴
史
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
方

針
と
し
て
い
ま
す
。

原
則
、
毎
週
第
3
木
曜
日
の

午
後
、
大
研
修
室
に
て
月
例
講

演
会
を
開
催
し
、
主
に
郷
土
の

歴
史
に
関
す
る
講
師
を
お
迎
え

し
て
、
演
題
を
決
め
、
資
料
に

基
づ
い
て
講
演
を
行
っ
て
も
ら

い
、
歴
史
の
一
場
面
に
関
す
る

知
識
を
得
て
も
ら
い
ま
す
。
特

に
最
近
は
明
治
維
新
前
後
の
動

き
に
関
す
る
歴
史
的
な
意
味
な

ど
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

上
記
①
の
開
催
日
の
午
前
は

自
主
研
究
部
会
と
い
う
O
B
歴

史
会
内
で
行
っ
て
い
る
会
で
自

分
達
で
研
究
テ
ー
マ
を
定
め
て

発
表
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
究
テ
ー
マ
は
郷
土
の
歴

史
に
限
ら
ず
、
自
由
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
目
線

と
は
異
な
り
、
素
人
目
線
で
発

表
し
て
い
ま
す
の
で
わ
い
わ
い

が
や
が
や
で
す
。
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
と
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
聴
講
下
さ
い
。
ま
た
郷
土

の
文
化
遺
産
を
自
分
の
目
で
確

認
す
る
「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
企
画
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
3
回
の
バ
ス
旅
行
を
開

催
し
、
訪
問
地
の
特
徴
や
歴
史

的
事
項
を
学
ん
で
貰
い
、
併
せ

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
丸
2
年
間
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
規
制

が
緩
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で

旅
行
を
再
開
し
、
少
し
ず
つ
参

加
者
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

金
沢
市
と
い
う
文
化
遺
産
の

多
く
あ
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い

る
利
点
を
生
か
し
、
歴
史
を
積

極
的
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

国
宝
勝
興
寺
と
能
作
本
社
工
場

見
学
研
修
旅
行

109
ま
れ
の
会

109
期
2
組
会
長

塚
西

協
三

秋
晴
れ
の
10
月
24
日
、
毎
年

恒
例
の
日
帰
り
研
修
旅
行
。
金

沢
駅
西
団
体
バ
ス
乗
降
所
を
16

名
で
午
前
9
時
に
出
発
し
ま
し

た
。最

初
の
見
学
先
は
高
岡
伏
木

の
国
宝
勝
興
寺
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
説
明
で
は
戦
国
時

代
越
中
一
向
一
揆
の
拠
点
と
な
っ

た
中
世
城
郭
寺
院
の
威
勢
を
今

に
示
す
国
指
定
風
格
を
誇
る
勝

興
寺
の
七
不
思
議
は
有
名
で
、

修
復
が
22
年

ぶ
り
に
完
成

と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

次
に
道
の

駅
「
雨
晴
」
で
休
憩
、
国
名
勝

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
風
景
地

に
指
定
さ
れ
た
有
磯
海
雨
晴
海

岸
か
ら
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級

の
立
山
連
峰
を
望
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

昼
食
と
入
浴
は
氷
見
温
泉
郷

「
う
み
あ
か
り
」
、
お
い
し
い

料
理
と
源
泉
か
け
流
し
の
露
天

風
呂
か
ら
日
本
海
を
見
渡
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

道
の
駅
「
氷
見
番
屋
街
」
で

お
土
産
を
買
っ
て
、
最
後
の
見

学
先
、
能
作
本
社
工
場
。
400
年

に
渡
っ
て
き
た
高
岡
の
鋳
造
の

作
業
工
程
を
見
学
、
鋳
物
づ
く

り
の
現
場
の
匂
い
や
温
度
な
ど

の
空
気
感
に
触
れ
ま
し
た
。
高

岡
銅
器
の
歴
史
は
加
賀
藩
主
前

田
利
長
が
慶
長
16
年
に
現
在
の

金
屋
町
に
7
人
の
鋳
造
師
を
招

き
、
鋳
造
工
房
を
開
設
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
以
来
400

年
以
上
た
っ
た
現
在
も
日
本
有

数
の
銅
合
金
鋳
物
の
産
地
と
し

て
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
か
ら
屋
外

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
ま
で
幅
広
い
製

品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
１
９

７
５
年
高
岡
銅
器
は
国
の
伝
統

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
宝
勝
興
寺
、
能
作
を
訪
問
、

見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
岡

に
関
す
る
知
識
や
教
養
を
高
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
金
沢

駅
到
着
は
予
定
よ
り
30
分
遅
れ

ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
と

て
も
良
い
旅
で
し
た
。

「
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
」

105
期
3
組

天
野

陽
子

去
る
11
月
14
日
午
前
10
時
か

ら
午
後
2
時
ま
で
105
期
1
組
2

組
3
組
合
同
、
計
26
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

小
野
会
長
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

和
や
か
な
な
か
、
元
気
で
楽

し
そ
う
に
ペ
タ
ン
ク
に
熱
中
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
と
て
も

輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

4
回
戦
終
了
後
15
分
程
度
、

看
護
学
生
さ
ん
た
ち
女
性
6
名

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
出
し
ま

し
た
。

○
健
康
の
秘
訣

○
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と○
高
砂
大
学
校
同
窓
会
に
入
会

し
て
良
か
っ
た
こ
と

○
自
宅
の
生
活
で
不
便
な
こ
と

は○
ス
ポ
ー
ツ
は
何
か
し
て
い
ま

す
か

○
同
窓
会
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
何

を
し
て
い
ま
す
か

等
々
、
皆
さ
ん
も
お
孫
さ

ん
と
お
話
し
を
す
る
よ
う

に
、
楽
し
そ
う
に
答
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
1
日
を
支
障
な

く
過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
、

参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令 和 ６ 年 １ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ４ ４ 号

会
長

モ
ッ
ト
ー

明
る
く
楽
し
く

そ
し
て
笑
顔
で

同窓会仲間の作品を見に行こう！

市内３カ所でわれわれ同窓会

仲間の作品を鑑賞できます。

①ムサシ地下クロスピア

12月1日（木）～1月31日（火）

書（寿雪書道会）

短歌（OB短歌会）

俳句（雪椿句会）

②金沢医療センター内展示

12月20日（水）～1月21日（日）

編み物（手編みサークル）

小物（ものづくり会）

1月22日（月）～2月19日（月）

紙細工（紙細工グループ）

編み物（マクラメサークル）

１月の俳句・川柳・短歌

十
二
月
振
り
子
時
計
は
変
わ
り
な
く

ミ
イ

独
り
居
の
淋
し
さ
つ
の
る
十
二
月

照
子

独
り
居
の
夕
餉
湯
豆
腐
四
畳
半

素
子

湯
豆
腐
や
角
角
光
り
揺
れ
続
く

雅
夫

湯
豆
腐
や
家
族
で
小
さ
な
和
を
醸
す

義
景

石蕗句会

志
望
校
掲
げ
ハ
チ
マ
キ
締
め
な
お
す

す
み

一
人
っ
子
頭
が
痛
い
嫁
が
来
ぬ

務

推
敲
に
片
頭
痛
す
る
迷
い
癖

綾
子

融
通
の
利
か
ぬ
八
十
路
の
脳
の
錆

幸
恵

隠
れ
た
と
い
う
が
お
尻
が
お
お
き
す
ぎ

遊
星

川柳会

一
輪
の
静
け
さ
と
な
り
冬
椿

八
重
子

セ
ラ
ピ
ス
ト
立
冬
に
聞
く
弾
き
語
り

姿
婦
子

三
冬
の
日
差
し
川
面
に
親
子
鯉

明
子

金
箔
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
冬
ぬ
く
し

依
子

打
ち
寄
せ
る
石
の
丸
み
や
小
春
風

紀
代

さんご句会

か
さ
か
さ
と
落
葉
踏
み
し
め
宮
詣

高
三

妻
と
行
く
色
と
り
ど
り
の
菊
花
展

友
市

短
冊
の
下
手
も
上
手
も
文
化
祭

順
治

学
び
舎
へ
親
が
付
き
添
う
熊
騒
ぎ

悦
子

夕
暮
れ
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
木
守
柿

静
子

雪椿句会

あ
け
く
れ
に
今
日
は
如
何
に
と
母
の
ご
と
医
王
の
山
は
言
な
く
問
へ
り

信
夫

加
賀
し
ず
く
ほ
し
い
と
指
さ
す
子
が
親
に
ね
だ
る
ご
と
く
に
嫁
に
甘
ゆ
る

千
佳
子

重
き
も
の
捨
て
て
お
行
き
と
い
う
よ
う
に
ゆ
れ
な
が
ら
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
道

栄
子

遠
隔
地
の
友
ら
に
会
え
ぬ
時
過
ぎ
て
諸
行
無
常
と
い
う
語
思
い
ぬ

國
枝
明
美

絵
は
が
き
を
見
て
い
る
よ
う
な
兼
六
園
ガ
イ
ド
の
案
内
は
木
漏
れ
日
の
中

重
子

ＯＢ短歌会


